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研究要旨 

HTLV-1 の Tax の発現は、多くの ATLL 細胞では低下しており、これによ

る Tax-specific CTL の存在の有無と ATLL との関連ははっきりしていな

い。また、最近の研究より FoxP3 の発現が見られることより、抑制性 T

細胞由来と考えられているが、抑制性の機能についてはまだ確定されて

いない。今回、Tax-specific CTL と FoxP3 の発現の関連を ATLL のリンパ

腫において研究を行ったところ、一部の症例で、ATLL のリンパ節病変内

には Tax-specific CTL が認められた。また、Tax-specific CTL 数は FOX

ｐ3陽性の症例では優位に低く、FOXｐ３による免疫抑制の関与が考えら

れた。 

Ａ.研究目的 

ATLL の発症においては、HTLV-I の Tax の

発現が感染細胞の腫瘍化において、アポ

トーシスの抑制、細胞増殖を介して重要

であると、従来、考えられてが、Tax の発

現は、多くのATLL細胞では低下しており、

これによる Tax-specific CTL の存在の有

無とATLLとの関連ははっきりしていない。

また、ATLL の由来は、CD4+CD25+ T 細胞

と考えられていたが、最近の研究より

FoxP3 の発現が見られることより、抑制性

T細胞由来と考えられているが、抑制性の

機能についてはまだ確定されていない。

今回、Tax-specific CTL と FoxP3 の発現

の関連をATLLのリンパ腫において研究を

行った。 

 

Ｂ.研究方法 

1) 症例は、病理および臨床診断でATLLと

確定できた症例を選択した。 

2) PCR法でHLA-A24の確定できた14例の

ATLLの凍結材料を用いた。 

3) MHC dextramer に よ り HLA-A24 

restricted Tax-specific CTLを蛍光染色

を、凍結材料からの薄切切片で行った。 

4) CD20,CD3,CD4,CD8,TIA-1,FOXP3の免疫

染色を凍結材料からの薄切切片で行った。 

5) ホ ル マ リ 固 定 材 料 で 、

CD20,CD3,CD45RO,CD4,CD8,TIA-1,FoxP3の

免疫染色も行った。 
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（倫理面への配慮） 

本研究は久留米大学のヒトゲノム・遺伝

子解析研究に関する倫理審査委員会の承

認を得ている。 

 

Ｃ.研究結果 

 
図 Case2 HE：Large cell variant, CD4
5RO：positive, FOXP3 positive rate：2% 

 

図 Case6  HE：Small cell variant, 

CD45RO ： positive,  FOXP3 positive 

rate：40% 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

症例では、ATLL のリンパ節病変内には

Tax-specific CTL が認められた。また、

Tax-specific CTL 数は、形態との関連は

みられなかったが、FOXｐ3 陽性の症例で

は優位に低い傾向がみられた。 

 

Ｄ.考察 

ATLL の発症においては、HTLV-I の Tax の

発現が感染細胞の腫瘍化において、アポ

トーシスの抑制、細胞増殖を介して重要

であると、従来、考えられていたが、Tax

の発現は、多くの ATLL 細胞では低下して

おり、これによる Tax-specific CTL の存

在の有無とATLLとの関連ははっきりして

いない。また、ATLL の由来は、CD4+CD25+ 

T 細胞と考えられていたが、最近の研究よ

り FoxP3 の発現が見られることより、抑

制性 T 細胞由来と考えられているが、抑

制性の機能についてはまだ確定されてい

ないとされていたが、今回の研究により、

ATLLのリンパ節病変内にはTax-specific 

CTL が認められ、また、Tax-specific CTL

数は、形態との関連はみられなかったが、

FOXｐ3 陽性の症例では優位に低い傾向が

みられたことより、FOXｐ３による免疫抑
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制の関与が考えられた。今後、ワクチン

療法の開発においての検討が期待される。 

 

Ｅ.結論 

ATLLのリンパ節病変内にはTax-specific 

CTL が認められ、また、Tax-specific CTL

数は、FOXｐ3 陽性の症例では優位に低い

傾向がみられた。 

 

Ｆ.健康危険情報 
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